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　様
米軍専用レーダー基地設置の撤回を求める京都府民の会準備会（米軍基地いらない京都府民の会準備会）

連絡先：京都市中京区壬生仙念町３０－２

　　　　ラボール京都５階　京都総評内

　　　　電話075-801-2308、Fax075-812-4149

米軍専用基地の設置に反対されることを求める要請書

　住民の福祉充実や安心・安全、地域経済の活性化への日ごろのご奮闘に心より敬意を表します。

　さて、２月２２日に日米首脳会談で、日本にXバンドレーダーが追加配備されることが合意をされ、それを前後して、防衛省によって、貴職をはじめ、京丹後市民への説明会が繰り返し行われています。こうした中で、この配備は、あたかも変更不能で受け入れざるを得ないかのような動きや、発言が出始め、３月２８日付け新聞では「京丹後市長が、Xバンド配備、受け入れ前向き」との報道もなされており、私どもは、強い憂慮を抱いています。

　この米軍専用のXバンドレーダーは、米本土の核戦略にのっとったミサイル防衛のための「目」となるものです。日本には、すでに、米国と日本のそれぞれのミサイル防衛のための超大型船上型Ｘバンドレーダーがすでに配置されているのをはじめ、ガメラレーダーなどが複層的に配置されており、Xバンドレーダーは、日本にとって絶対不可欠なものではまったくありません。わざわざ米軍専用レーダー基地を設置することは、この地域のリスクを高めることでしかありません。軍事的意味での危険性が高まることは不可避です。また、Ｘバンドレーダーそのものについて、強力な電磁波を出すことから、このレーダーそのものの危険性も問題となっています。防衛省によって「安全」との説明が繰り返されていますが、通常の大規模機械設備のように情報公開がされている設備ではありません。このXバンドレーダーについては、軍用であるとともに、米軍の軍事機密がつまったものであり、その内容の詳細は不明で、「安全」であると言い切ることはできません。立ち入り禁止区域の設定と飛行禁止区域の設定、とりわけ後者は、ドクターヘリや救難時に大きな影響を与えることも明らかです。

　青森県車力と異なり、住民生活と隣接したところに、米軍とその軍属が配属され、しかもＸバンドレーダーが配備されることは到底容認できるものではありません。

　この配備は、地域の活性化をしようとする現在の施策に明らかに反するものです。地域の農漁業への影響も危惧され、水の確保も問題があります。「海の京都」のとりくみをはじめ、京丹後の海岸線での観光資源にも影響するものです。また、自然保護という視点からも看過できない問題があります。米軍基地設置近辺は、ハヤブサの飛来が確認されており、絶好の撮影ポイントともなっています。ハヤブサは希少野生動植物種で、本来、生息地等保護区にされるべき地域です。強い電磁波を出すレーダーが設置されれば、よりつかなくなります。これは、海上でも同じで、イルカなどにも影響を与えることとなります。すばらしい自然環境を生かすことができなくなることを避けるべきだと考えます。

　私どもは、以下の点を申し入れさせていただくとともに、防衛省が回答をしている内容についての見解も添付させていただきます。なお、私どもは、５月２２日に正式に京都府民の会の結成を予定していることもつけ加えさせていただきます
記

一、住民の安心・安全を脅かすこととなる米軍専用基地の設置に反対されること。

以上

